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外交政策
決定過程

世論

外交ドグマ

国際環境

外交政策

1. 国内政治

2. 外交文書・スピーチ

3. 近年の外交政策
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2008.3 2018.5 2020.2 2021.9

2008年総選挙
与党連合国民戦線（BN）
安定多数失う（140/222）

2013.5

• 政治制度改革
• B40への分配
• （＞ブミプトラ）
• 最低賃金

国内政治

2013年総選挙（BN: 133/222）

1MDBスキャンダル

2018年総選挙（希望連盟PH: 
113/222）

• 政治制度改革
• 財政改革
• 最低賃金

ナジブ マハティール ムヒディン イスマイル
・サブリ首相

シェラトンの変
（国民連盟PN: 115/222）

ハッド刑法制化のた
めのUMNO-PAS協力

「ブミプトラ活性化
アジェンダ」

対ミャンマー非
難デモ・声明

Malay Dignity Congress

ICERD批准抗議デモ

Mufakat Nasional結成

国連総会スピーチ：ロヒ
ンギャ・パレスチナ

111億RMブミ向け予算

非常事態

「変革と政治
的安定に関す
る覚書」

ブミプトラ優遇政策見
直しに対するの反対

ナジブ”Malu apa Bossku?” 
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政党政治

UMNO
統一マレー国民

組織

Bersatu
マレーシア統
一プリブミ党

PAS
マレーシ
アイスラ
ーム党

MCA

MIC

国民同盟（PN）

国民合意（MN）

GPS

PN連合政権
BN

DAP
民主行動党PKR

国民公正党

Aman
ah

野党

希望連盟（PH）

Wari
san

Pejuang

MUDA

Bersatu
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国内政治動向まとめ

ü経済格差の政治争点化

üマレー・ムスリムアイデンティティ
の台頭
• ブミプトラ優遇政策見直し／普遍的人権に対
する反発（改革政治に対する揺り戻し）

• 政権基盤としての重要性（選挙区／議員／閣
僚（PN））

ü不安定なマレー・エリート政治

üレントの配分の重要性が拡大
• GLCsポスト／大臣ポスト／公共事業・政府調
達

• ロヒンギャ
(ASEAN)

• 対米関係

• 国際協力案件
に影響
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公式の外交ドグマ

ü政権交代にもかかわらず、外交ドグマには明らか
な連続性

民主主義
・人権

通商
国家

中立・
不干渉

国際法

中小国
途上国
代表

多国間
主義

【参考】イスマイル・サブリ首相スピーチ
抜粋

“Revitalize Malaysia’s link to the global 
economy”

”…promote peaceful coexistence between 
nations”
”peaceful resolution of disputes”

”independent, principled, and non-aligned 
foreign policy… principle of non-interference in 
the internal affairs”

“upholding multinationalism”

“Malaysia being directly involved in vaccine 
supply chain”
…

*多義的

*個別イシューとして、イスラーム
*（アメリカとの安全保障協力）

Source: PMO, ”Focus in Continuity: A Framework for Malaysia’s 
Foreign Policy in a Post-Pandemic World,” December 7, 2021,  

(PHのみ)
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大国関係にみる外交ドグマのア
プリケーション

ü首脳会談（会談があった場合は●、2回の場合は❷、()は
電話会談あるいは要確認）

ü包括的戦略パートナーシップ
• 中国（2013年）
• アメリカ（2014年）
• 日本（2022年マレーシア提案）

ü軍事・安全保障協力
• 中国：2010年代以降、共同演習・人的交流
• アメリカ：80/90年代以降、共同演習・兵站・人的交流・情報共有・武器
装備調達等（「知られざる物語」）

• （日本：2005年以降、マレーシア海上保安庁支援）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
アメリカ ● ● ● ● ● (●)
中国 ● ● ● ● ● ● ● ● ● (●)
日本 ● ● ● ● ● ● ● ●
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南シナ海問題へのブレを説明する

• 多国間交渉
• UNCLOS遵守
• アメリカのプレ
ゼンスを歓迎

• 二国間交渉

• 仲裁裁判書裁定
を支持しない

• 「当事国」によ
る解決

• 「静かな外交」

• 仲裁裁判書裁定にもとづく口述
書を国連に提出

• EEZ内での中マ対峙時に、米豪
海軍派遣

• 外交的抗議

ナジブ マハティール
ムヒディ
ン

イスマイル
・サブリ

2009 2016 2018

中国によるナジブのベイルアウト
• マレーシア国債買い増し
• 1MDB不採算部門・都市開発プロジェクトの買収（
中国広核集団・中国鉄建）

• 東海岸鉄道（ECRL）、2つのパイプラインプロジェ
クト

外交政策決定にお
ける首相のパワー

ナジブに集中する
中国外交
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中マ外交往来記録

• 中国外交部ホームページ要人往来データ
• 国家・行政機関の長／正副大臣

2015年

2016-7年

2014年

2013年

2011年

2012年

Word Count Weighted%

new 133 0.50

people 119 0.44

billion 114 0.43

najib 109 0.41

trade 106 0.40

foreign 102 0.38

cooperation 95 0.35

world 95 0.34

ties 91 0.31

economic 84 0.31
New Straits Times, 2015-2018.5 
“Chinese Ambassador” で検索 8



中国との事業のステータス（抜粋）

プロジェクト 合意年
マレーシア側
主体

中国側主体 出資者 PH PN

Bandar 
Malaysia株式
取得

2017 IWH-CREC IWH-CREC BOC, CCB, 
ICBC

再検討再契約
(2019.12) 中止(2021.7)

ECRL Phase 1 2017 Malaysia Rail 
Link CCC Exim Bank 予算縮小・距離短縮

で実施

ルートを当初案
に戻して実施（

2021.4)

TSGP / MPP 2016
Suria Strategic 

Energy 
Resources

China Petroleum 
Pipeline Bureau;
China Huanqiu
Contracting & 
Engineering 
Corporation

Exim Bank 廃止(2018.8) 
TSGP復活 (2021.2 )
MPP交渉中(2021.4)

フォレスト・
シティ

(2006) Esplanade 
Danga 88 County Garden JV 再検討予定だったが

、継続（縮小）
-

マラッカ・ゲ
ートウェイ

2014 KAJ 
Development

PowerChina
International な

ど
Exim Bank 契約切れ(2020.11) 復活（2022.3）

*Maharani 
Energy 

Gateway 
2022

Sultan of 
Johor / K 

Energy Sdn
- - - -
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日マ関係

ü日本とマレーシアは「特別な関係」という枕詞

üPMOオンライン調査（2013年7月）「マレーシアのbest 
friendは？・・・インドネシア？中国？インド？アメリ
カ？サウジアラビア？イギリス？そのほか？」

ü外務省対日世論調査（2021年）
• 現在重要なパートナー：中国63%、日本42%、ASEAN41%、アメリカ37%
• 日本は「とても信頼できる」「どちらかというと信頼できる」：87%
• （最も信頼できる：中国28%、ASEAN20%、日本・アメリカ5%）

ü「信頼 → 影響力」となっているか？
• 日本による東シナ海・南シナ海における中国の行動への言及 ＞ 南シナ海
問題は、ASEANで対応（2013年12月）

• 日本によるFOIPについての説明へのマレーシア側の反応？
• ウクライナ情勢への対応：「ロシアによる明白な国際法違反」⇆「ウクライ
ナにおける紛争激化を深刻に懸念」
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日マ関係をどう理解するか？

1. 日本の相対的国力の低下・中国への配慮
• 90年代後半から中国配慮は顕著（Asian Monetary Fund; ASEAN+3など）

2. 差し迫った問題に応える・応えているところを見せる中国？
• MH37、洪水、ワクチン、債務、デジタルブループリント、第四次産業革命、持続可能性・・・
• メインストリーム・メディアへの浸透度

3. インフラになった？

4. 実は価値を共有していない？

5. 「特別の関係」ではない？
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中国との第三国
協力加速

日本の可視化 日本の強みを活
かした協力強化

セクター・党派
横断交流／人づ
くり／知的交流
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Statement by Prime Minister of 
Malaysia : The Situation in Ukraine
February 26, 
• 1. Malaysia is seriously concerned over the escalation of conflict in 

Ukraine, and strongly urges all concerned parties to immediately take 
steps to de-escalate and prevent loss of lives and devastation.

• 2. At this critical juncture, every effort should be redoubled to seek a 
peaceful and amicable solution to the conflict through dialogue and 
negotiation based on international law and the Charter of the United 
Nations.

• 3. Malaysia will continue to support such efforts in the interest of 
maintaining regional and international peace and security, as well as 
promoting greater prosperity.

• 4. The United Nations Security Council must carry out its primary 
responsibility for the maintenance of international peace and security.

• 5. The Embassy of Malaysia in Kyiv is currently undertaking evacuation 
of remaining 8 Malaysian nationals and 2 of their foreign dependents 
from Kyiv. Thirteen of our nationals had already left Ukraine in the past 
weeks.
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